























































































































































































































































































































































































































































































































1 可能性が高い 可能性が高い 顕著である 開発可能性が大
2 可能性が高い 可能性が高い 低い 開発可能性がある
3 可能性が高い 可能性が低い 低い 開発時期の延期
4 可能性が高い 可能性が低い 顕著である 開発時期の延期
5 可能性が低い 可能性が高い 顕著である 現状の改善
6 可能性が低い 可能性が高い 低い 現状の改善
7 可能性が低い 可能性が低い 顕著である 開発中止









































財務計画 マーケティ塔O計画 人材計画 設備計画
主要商品
Jテゴリー計画
各支店・営業所別
}ーケティング・プログラム
マーケティング・ミックス
v素に対する販売計画
出典：徳永豊他編著『例解　マーケティソグの管理と診断』1990年，15頁をベースに加筆・修正を行った。
ティソグ部門に焦点を当ててみれぽ，ここで小売戦略ミックスが計画・策定されるのである。機能別
戦略は，競争の方法に関する事業戦略レベルの決定を支持するようになされる。
　業務レベルの戦略は，機能別戦略を実行するために，個々の店舗レベルで日常行わなけれぽならな
い定型化された決定の実行である。それは，小売店舗における商品の陳列，受発注業務，値下げなど
である。つまり，このレベルは小売戦略ミックスの実施レベルであり，戦術レベルである。
むすびにかえて
　本稿は，コアーフリンジ概念に基づいて，小売業における成長戦略のフレームワーク及び整理・統
合戦略のフレームワークを検討した。そして，単一事業が多角化するにつれて，戦略の階層性が増加
することを指摘した。今後，競争環境が激化する中で，環境に創造的に適応するためには小売業者は
自らを変革させていく必要性があるだろう。
　しかしながら，本稿はいくつかの限界点を有している。まず，ペソローズ，アンゾフの議論は自社
の利用可能な経営資源を市場に展開させていくという，インサイド・アウト・アプローチを重視して
いる。したがって，アウトサイド・イン・アプローチも必要であろう。そして，多角化戦略と財務的
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成果との関連性が示されていない。加えて，成長戦略と整理・統合戦略に焦点を置いたために競争戦
略が十分に検討されていない。また，サービス事業への分析も不十分である。本稿は小売業の戦略研
究のスタートを切ったに過ぎない。こうした限界点を踏まえながら，今後の研究に研鐙していきたい。
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